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｢i mpression！ 全印工連XIカンファレンス2026」
は、変化する社会のなかで印刷業に求められる

新しい価値を探るために、全印工連が自ら考え、試行
してきた企画を共有し考える場として開催された。

消費行動が変化し、“体験としての価値”が重視
されているいま、印刷は単なる情報伝達ではなく、人
の行動や感情を動かす体験デザインの仕事として
再定義されつつある現況を認識し、展示コーナーで
は、印刷会社が試行錯誤を重ねながら育ててきた「XI

（Experience Integrator）」のプロトタイプが紹介
され、地域や自社の強みを編集し、体験として社会へ
届ける印刷業の可能性を共有し、次の価値創造を考え
る機会とした。

開会セレモニーで、瀬田章弘会長が、「印刷という
か紙が大変だという声が全国から聞こえる。本来、結
ぶ力、伝えることが我々の原点である。ものづくりだ
けではなく、いろいろなものをつなぎ、物を伝えるこ
とが本来の仕事、力である。ものづくりに我々が集中
し過ぎた。今日これから勉強する体験学習は世の中
が待っている、望んでいるものである。印刷会社が体
験価値を主軸として会社の中で新しい力としていきた

い」と開催あいさつを述べた。
オープニングセッションでは、「XIが拓く“体験価

値の世界”印刷産業におけるイノベーションの可能
性」をテーマに、江森克治全印工連常務理事・産業戦
略デザイン室委員長と「体験のインテグラル」の著
者である吾奏伸大阪成蹊大学芸術学部教授がトーク
を行った。

江森氏は、「AIは効率化や最適化は得意であるが
『場をつくる』『感情を動かす』といった人が関わる
価値の代わりはできない。印刷会社は『人と場をつ
なぐ経験』を持つ産業としての優位性があり、印刷を
軸にしながら複合的な体験を提供することができる」
と語った。

吾奏氏は「印刷業界は大量生産が良かった業態
であったため、今でもマスプロに目が向きがちである
が、我々クリエーターは希少価値に目と向けることで
単価が上がる。そうした視点を持つと基本的な体質
改善が進むと思う。ゼロから始めなくてもいいので、
小さな真似から入って、わくわくを感じながら乗り越え
ていくと変わっていくことができる」と語った。

（左）吾泰 伸氏　（右）江森克治氏

瀬田章弘全印工連会長
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印刷業界に必要とされている
“新しい価値の源泉”とはなにか

impression! 全印工連XI
カンファレンス2026開催される

全日本印刷工業組合連合会は、「impression! 全印工連XIカンファレンス2026」を、「印刷業界に
必要とされている“新しい価値の源泉”とはなにか」をテーマに、1月23日午後1時から神奈川県横浜市の
象の鼻テラスで開催した。



つづいて、木村崇義全工連産業戦デザイン室委員
が、SFプロトタイピングについての考え方を発表し
た。印刷は、「紙に刷る」だけではない産業になりつ
つあり、人と人をつなげ、社会のコミュニケーションを
支えてきた歴史があり、これからの未来も印刷が社会
に必要とされる存在であり続けるため「既存の枠の
外へ出て考える場」が必要で、その突破口として選ん
だのがSFプロトタイピングである。今回のSFプロト
タイピング取り組みを「IRIGUCHI」と定義した。印
刷産業は「IRIGUCHI」という社会のインターフェー
スであり、顧客と企業の架け橋という需要な役割を
担う産業と考え、メンバーが描いた「baku-vision、
bakuri」「文化モノリス」「 みらい商店街」「御機嫌
よう365」「MindLink System」「e扇子」「 こどもカ
ルテ」「ドラえもん見守りサービス」の8つの未来を
紹介した。

メインフォーラムでは、「XI実践から見えてきたこ
れからの価値創造と印刷会社のあり方」をテーマに、
今井孝治全印工連産業デザイン室副委員長がモデ
レータを担当し、「Dig It.」、「ミライニソナエテナイト」、

「オープンファクトリー 」の3つのプロトタイプ実験
についてそれぞれの委員から紹介された。

「Dig It.」は、東京の日本橋人形町と渋谷で開催さ
れたイベントに、感性で選ぶ買い物体験プロジェクト。

「ミライニソナエテナイト」は、大阪で開催したBCP
体験カフェ。「オープンファクトリー 」は、愛知県半田
市、大阪府東大阪市、香川県東かがわ市で産業戦略デ
ザイン室委員が関わった地域の工場・事業所の見学・
体験事業。

研究発表では、青木允全印工連産業戦略デザイン
室副委員長から「未来は、予測するものじゃない、つ
くるものだ」、岩間奏子全印工連産業戦略デザイン室
副委員長から「SR調達と公民連携でつくる地域のミ
ライ」について、それぞれ発表が行われた。

クロージングセッションでは、「 はやく変わる、ゆっ
くり進むXIが拓くイノベーションの多様な時間軸」を
テーマに、松田朋春氏（スパイラルプランナー/アー
トディレクター ）、伊藤雅樹氏（株式会社伊藤バイン
ダリー代表取締役）、高本隆彦氏（全印工連副会長/
大興印刷株式会社代表取締役）、江森克治氏（全印
工連常務理事・産業戦略デザイン室委員長）の4人
により事例発表とトークショウが行われた。
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全国青年印刷人協議会第39回全国協議会が、2月14日、東京・AKIBAHALLで開催されました。

全 国から170名を超える青年印刷人が集まりま
した。会場は、互いの挑戦を前向きに受け止

め、背中を押し合うような熱気に包まれました。
第1部は、変革への「志」を宣言するピッチイベント

「COCOROZASHI PITCH」です。私、下國延彦（株
式会社シモクニ）は、老舗シール業の経験を土台に、
ジュニア向けスポーツウエアブランド「SEALOF」
立ち上げへの一歩を発表しました。 横山達也氏

（S-PLUS）は、印刷現場の人手不足や技術継承の課
題に向き合い、学び直しと実践で“憧れられる職人像”
を育てる構想を提示しました。大木拓巳氏（株式会
社泰清紙器製作所）は、受注型から一歩進み、協力会
社との交流や生産予定の共有など、つながりで価値を
広げる「ONEPACKネットワーク」を紹介されました。
原田晋伍氏（有限会社ラップ）は、放置竹林の竹を

活用し、集成材加工からレーザー加工までを組み合わ
せ、地域の高校生やクラウドファンディングも巻き込
む挑戦を披露しました。黒木昭博氏（株式会社ラフ
コネクト）は、通信業界での経験を経て印刷業に飛び
込み、“笑顔を見える化して世界とつながる”という
独自のビジョンを語りました。酒井大輔氏（ あらゆる
印刷共和印刷株式会社）は、年間6,000万個ともいわ
れる釣具流出の現実を見据え、3Dプリンタで根がか
り防止ツール「モジャクロス」を改良し続ける取り組
みで会場を沸かせました。

第2部の特別講演では、CCG HOLDINGSの北田
浩之氏が「経営トランスフォーメーション」をテーマ
に登壇し、トップの当事者意識や“社長”と“経営者”
の違いなど、次の行動につながる視点が共有されま
した。
「COCOROZASHI PITCH」表彰式では、SPACE-21

賞（下國氏）、緑友会賞（横山氏）、全青協賞（大木
氏）、全印工連賞（原田氏）、三谷産業賞（黒木氏）、
先輩アトツギベンチャー賞（酒井氏）がそれぞれに贈
られ、勝者と敗者ではない、6つの志に最もふさわしい
6つの冠が贈られました。

そして、最後は四ツ橋新議長への交代式が行われ、
全国青年印刷人協議会は次の2年間へと動き出しま
した。

北海道印刷工業組合青年部委員会委員長
下國延彦　記
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全国青年印刷人協議会
第39回全国協議会開催される
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新 年交礼会は、最初に角高紀
支部長が「年始の話題とし

て箱根駅伝が多くの方に注目され
た。青山学院大が3年連続総合優
勝、12年のなかで9回の総合優勝
という大変強い底力を感じた。私

も生中継でみていたが、最初は青学のスタートが出遅
れて第一区間が16位であったので今年は厳しいのか
と正直思った。そこからどんどん追い上げて往路の
最後の5区で逆転して往路優勝して、翌日の復路はほ
ぼ独走で総合優勝で、青学は強いなと感心した。産
経新聞の元旦号で青学の原監督と高市総理大臣が
対談をしている記事が掲載されていた。その中で成
果を上げる秘訣について原監督が『チーム全員が理
念を共有しいている』と話をしていた。その理念と
は『社会に貢献できる人を育てる』を掲げており、た
だ勝つことを目標にするのでなく、将来社会で活躍で
きる人材を育てる。そのための技術や体力だけでな
く、コミュニケーション力、決断力、行動力、突破力の人
として欠かせない力を大切にしていると話していた。
一人ひとり、人の力を最大限に引き出しているから、輝
かしい成果を成し遂げられたと感じた。今、印刷業界
に目を向けると大変厳しい状況にある。青学のよう

に理念を全社員と共有し、コミュニケーション力、決断
力、行動力、突破力といった人として本来持っている力
を磨き続けることが一方で大切なことである。十勝
支部としても社会の変化をしっかり捉えながら組合員
の皆さんがそれぞれの強み活かし、付加価値を生み
出せるよう共に考えこれからも進んでいきたい』と新
年のあいさつを述べた。

つづいて、来賓紹介が行われ、髙橋克弘帯広商工会
議所副会頭から祝辞が述べられ、郡山順二十勝毎日
新聞社執行役員総務局長兼グループ統括の乾杯の音
頭で開宴し、懇談が続く中、十勝検定クイズ大会が
行われ、植平有治北印工組副理事長の一本締めで
閉会した。

新 年交礼会は、最初に植平
有治支部長が、「昨年の

新年あいさつは生成AIを利用し
たが、今年は自力で考えたので、
何かおかしいところがあるかもし
れないが容赦ください。2025

年は地球規模の問題をはじめ、国内における物価高・

人口減少と高齢化に伴う人材不足と多くの課題に直
面した1年であった。2026年もその傾向が続くと思
われる。我々業界も市場規模の縮小という大きな影
響を受けており、中でもデジタル技術の発展による
ペーパーレス化が急速に進行しており、とりわけ生成
AIの加速度的な進化は、業界に新たな局面を迎えよ
うとしている。長年培われた印刷技術を核に、このよ
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十勝支部令和8年新年交礼会開催される

旭川支部令和8年新年交礼会開催される

角　高紀 氏

植平有治 氏

十勝支部の令和8年新年交礼会が、1月22日午後6時から帯広市内のインザスイートで、来賓・組合員・
賛助会員・関連業者34人が出席して開催された。

旭川支部と旭川印刷製本工業協同組合の令和8年新年交礼会が、1月29日午後5時から旭川市内の
OMO7旭川で、来賓・組合員・賛助会員・関連業者76人が出席して開催された。



例 会は、最初に岸昌洋支部長
が、「 お忙しいなかお越し

いただきありがとうございます。
本日は旭川支部長の植平副理事
長にご臨席を賜っている。後ほど
フォーム工業会から小田島会長に

もご臨席いただく予定になっている。選挙も終わって、
雪祭りも終わって、いよいよ年度末で一番の予算執行
の稼ぎ時、繁忙期になる。今月27日、下期北海道地
区印刷協議会を開催する。北印工組だけでなく、全印
工連、上部団体がどうような活動をしているのかを皆
さんにいろいろと周知をさせていただく会議体になっ
ている。締切が明日になっているので、是非参加いた
だければと思う。例年、恒例のビンゴがあって結構な
賞品を皆さんの会費の中からと、支部長賞として私は
会費の他に別途徴収されている。それが一番良い賞

品だと思うのでそれを狙ってください」と主催者を代
表してあいさつを述べた。

植平有治北印工組副理事長・旭川支部長の乾杯の
音頭で開宴し、懇談が続く中、ビンゴゲームが行われ、
小田島秀明北海道フォーム印刷工業会会長が一丁締
めを行い、閉会した。

うな変化に対応し、負けないで、負けないで、負けない
で、負けないで、負けないで積極的に活用し、より高品
質で効率的なサービスを提供できるよう努めていく」
と新年のあいさつを述べた。

次に、来賓紹介が行われ、桝井正将旭川副市長、
古川善裕旭川商工会議所専務理事、大和繁樹北印工
組副理事長の3人から祝辞が述べられた。

つづいて、植平有治氏（全印工連創立70周年記念

会長特別表彰）、渡辺辰美氏（日印産連印刷振興賞）、
山田遵氏（旭川商工会議所中小企業経営者表彰）を
受賞された3人対して、田村総司郎旭川印刷製本協組
副理事長ら記念品が贈られ受賞をお祝いした。

野澤大 大丸株式会社道北支店長の乾杯の音頭で
開宴し、懇談が続く中、計量ゲーム大会が行われ、細木
俊明旭川印刷製本工組副理事長が結びのあいさつで
閉会した。

左から山田氏、渡辺氏、植平氏
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札幌支部令和8年例会開催される

岸　昌洋 氏

札幌支部の令和8年例会が、2月12日午後6時から札幌市中央区の札幌東急REIホテルで、組合員・賛助
会員・関連業者36人が出席して開催された。







難読レベル
★☆☆☆☆������������� 道外の方でも読める
★★☆☆☆������������� 道民のほとんどが読める
★★★☆☆������������� 道民の半分くらいが読める
★★★★☆������������� 道民でもほとんど読めない
★★★★★������������� 地域住民以外は読めない

※難読レベルは北海道印刷工業組合独自の基準です。

表紙の解説

風不死（ ふっぷし）
アイヌ語のフプウシヌプリ「トドマツ・群生する・山」の意。
古くからトドマツの群生地であったらしく、現在も麓から８合目までトドマ
ツの群生地であるという。

参考資料：北海道「アイヌ語地名リスト」
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/ass/new_timeilist.html
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